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★４１．２ｍｍ×２３．０７ｍｍの超小型サイズです。 

★リード間隔は、使いやすい２．５４ｍｍピッチです。 

★マイコンとの接続は、信号線２本のＩ２Ｃインターフェイスです。 

★液晶コントラストは,コマンドで設定しますので外付けＶＲが不要です。 

★電源電圧３．３Ｖ 消費電流１ｍＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■データとコマンドのＷＲＩＴＥ方法■ 
 ＬＣＤに対しては、書き込み（ＷＲＩＴＥ）のみが出来ます。読み込み（Ｒ
ＥＡＤ）は、出来ません（Ｉ２ＣのＡＣＫはあります）。 
また、Ｂｕｓｙフラグ、内部の DDRAM アドレスカウンターは、読み取る 

ことが出来ません。 
 スレーブアドレスは、０ｘ７Ｃです。（アドレス 0111110＋0（ＲＷ）） 
 コントロールバイトで「データ、コマンドの指定」ＲＳと,「連続データ最
終データの指定」Ｃｏを送信します。 
 コマンドの場合ＲＳ＝０、データはＲＳ＝１になります。 
 データを複数送る場合Ｃｏ＝１で、最終データはＣｏ＝0 です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■使い方■ 
１、基本的なコマンドは、一般的なＳＣ１６０２と同じです。 
２、コントラストは、外付けＶＲではなく、拡張コマンドで設定します。 
  設定前は、表示が出ません。（■の連続も出ません。） 
３、コントラスト調整などの拡張コマンド（前頁 DISPLＡY INSTRUCTIO 
  N TABLE の IS=1 の表）が追加されています。 
  拡張コマンドを使用する場合は、「Function Set」で「IS=1」に 
  指定します。 
  拡張コマンド使用後は、「Function Set」で「IS=0」に戻します。 
４、Ｉ２Ｃ端子のＳＤＡ、ＳＣＬは外部でプルアップする必要があります。 
５、リセット端子ＸＲＳＥＴＢは、通常ＶＤＤに接続します。 
  電源立ち上り時間などでうまくリセットされない場合は、マイコン  
  I/O に接続しマイコン自身のタイミングでリセットすると、良いです。 
６、ＶＯＵＴ（２番ピン）、ＣＡＰ１ＮとＣＡＰ１Ｐ（３番ピンと４番 
  ピン）には、コンデンサを付ける必要があります。 
   ＶＯＵＴ 1ｕＦ  ＣＡＰ１Ｎ ＣＡＰ１Ｐ 0.1～4.7ｕＦ  
７、コントラスト調整は、拡張コマンド「Power/ICONcontrol/Contras 
 t set」のＣ５、Ｃ４と「Contrast set」のＣ３、Ｃ２、Ｃ１、Ｃ０ 
 で６４段階で設定します。 
 ＶＤＤ＝３Ｖの場合、C5=1,C4=０,C3=0,C2=0,C1=0,C0=0 程度です。 
■Ａｒｄｕｉｎｏ接続例■ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＲａｓｐｂｅｒｒｙＰｉ接続例（ＰＣＡ９５１５）■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■液晶表示 ＤＤＲＡＭアドレス（１６進表記）■ 

 

 

 

 

■初期設定例■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


